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研究成果の概要（和文）：本研究では2017年から2021年までに医療機関を外来受診し糖尿病の病名が付与された
341,667人（男性184,257 人 (53.9%)、女性157,410 人 (46.1%)）を分析した。結果より、COVID-19の流行が拡
大し始めた2020年2月前後の介入ポイントで、糖尿病患者の外来受診は約6%減少し、初診においては約16%減少し
たが、再診患者の減少は約2%に留まっていた。尿検査やHbA1cの測定件数も減っていたが、HbA1cの平均値でみる
と全期間で横ばいであり、COVID-19流行下において糖尿病患者の受診控えは一定程度みられたものの、患者の病
状悪化までは至らなかったことが示された。

研究成果の概要（英文）：We analyzed outpatient visits among 341,667 patients (184,257 (53.9%) males 
and 157,410 (46.1%)）with females) with diagnosed diabetes mellitus (DM) from 2017 to 2021 for our 
study. From the results, outpatient visits in DM patients were decreased with about 6% in total and 
with 16% in newly diagnosed DM patients on February in 2020 when COVID-19 had spread rapidly. Though
 the decreasing rate was limited to 2% in follow-up DM patients, the number of tests for urine or 
blood were decreased accordingly. Regarding the glycemic control, the mean vales in DM patients were
 plateau and we did not observe the exacerbation of disease in DM patients during the study periods.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、新型コロナウィルス感染症（COVID-19）拡大にともなう外出自粛や行動制限が糖尿病患者の受診行動
や予後に与えた影響を検討した。研究においては、複数の医療機関から得られた診療情報にもとづき、のべ34万
人以上の糖尿病患者を対象として分析をおこない、従来のレセプトデータでは分析ができなかった検査結果によ
る血糖コントロール状況も考慮している。結果として、COVID-19流行時に糖尿病患者の受診控えはある程度みら
れたが、患者の病状悪化までは至らなかったことが明らかとなり、今後も起こり得るパンデミック下での糖尿病
患者の受診行動に関して意義ある知見と考えられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
我が国における糖尿病罹患者は 300 万人以上と推定され、平成 9 年の糖尿病実態調査によれば
糖尿病が強く疑われる者は約 1,000 万人ともいわれている。糖尿病が重症化すると、網膜症や
腎症、神経障害などの合併症を引き起こし、末期には失明や透析治療が必要となることから治療
においては適切な受診と薬剤による重症化予防、血糖コントロールが重要である。また糖尿病は
脳卒中や虚血性心疾患などの心血管疾患の発症や進展を促進することからも、医療経済的観点
でも社会における疾病負荷が高い疾患であり、その制圧が強く求められている。 

2020 年初頭より流行が拡大した新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は、我が国におい
ては 2020 年 4 月から 5 月にかけて緊急事態宣が発出され、人々は外出自粛を余儀なくされた。
医療機関では、感染への不安などを理由に小児科や耳鼻科外来を中心とした受診控えがみられ
たことも報告されており、医療情報総合研究所の報告によれば、2020 年 4 月における受診患者
数は前年比の調剤レセプトで約 40％減とされる 1,2。一方、糖尿病患者の受診動向に関しては、
定期受診の必須であることから、小児科や耳鼻科ほどの受診控えは見られなかったとされるが、
外出自粛による生活習慣の変化やストレス、運動不足等による血糖コントロールの悪化が糖尿 
病患者において懸念されていた。 
海外における COVID-19 やロックダウンの影響に関する報告としては、糖尿病や慢性閉塞性

肺疾患（COPD）、高血圧患者において特に受診控えが顕著であるとの報告がみられ 3、また糖尿
病患者は COVID-19 が重症化しやすく、より多くの治療介入が必要であることが示されている
3,4。一方で、Ⅰ型糖尿病患者においては、ロックダウンによりセルフマネジメントの意識が向上
し、コントロールが良好になったとの報告や 5、フランスにおける多施設共同の観察研究の結果
から、COVID-19 における糖尿病患者の死亡率を高めるのは血糖コントロールではなく、BMI
であるとの報告などもある 6。このように、ロックダウンの影響は必ずしも患者にとって負の影
響のみを与えたとは限らないため、さらなる検討がわが国でも必要と考えられた。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、COVID-19 による外出自粛が糖尿病患者の受診控えや血糖コントロールに与えた
影響について、大規模レセプトデータベースとカルテ由来の診療情報データベースを用いて検
討することを目的とした。2020 年冬に発生した COVID-19 は、パンデミックとして世界中で流
行しているため、本研究はロックダウンを実施した国に対する知見としても、意義ある研究テー
マであると考えられた。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、COVID-19 の外出自粛が糖尿病患者の受診や血糖コントロールに与えた影響を検討
するため、リアルワールドデータ株式会社によって提供される診療情報データベース（RWD-DB）
を使用した。RWD-DB は診療情報由来のため、患者の受診情報に加えて、尿検査の結果や HbA1c な
ど臨床検査値を用いた血糖コントロールの状態を検討することが可能である。RWD-DB において、
COVID-19 の前後 5 年間の 2017 年 1 月から 2021 年 12 月までの期間に外来受診した糖尿病患者
（ICD10 コード：E10-E14）について分析を行った。本研究は、京都大学医の倫理委員会より承
認を得て実施している（承認番号 R2782）。 
 
 
４．研究成果 
 
最終的な分析対象者は、2017 年から 2021 年までに外来受診し、糖尿病の病名が付与された
341,667 人（うち男性 184,257 人 (53.9%)、女性 157,410 人 (46.1%)）であった。解析対象期
間 5 年を 60 ヶ月として分析した結果、COVID-19 の流行が拡大し始めた 2020 年 2 月の介入ポイ
ント前後で、糖尿病患者の外来受診は約 6%程度減少し、初診においては約 16%減少していた。 
一方、再診の患者では外来受診の減少率は約 2%に留まったが、尿検査や HbA1c の測定件数も減
少しており、診察時に検査を控えた可能性も示唆された。しかしながら、患者の血糖コントロー
ルに関しては、HbA1c の平均値でみると全期間で横ばいであり、COVID-19 流行下において糖尿病
患者の受診控えはある程度みられたものの、患者の病状悪化までは至らなかったことが示され
た。 
 
 



糖尿病患者の外来受診に関する分析結果（2017 年―2021 年） 
 

外来診療件数 初診 

 
再診 HbA1c 測定 実施件数 

 
尿検査 実施件数 HbA1c の検査値 

 
本研究では、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）拡大にともなう外出自粛や行動制限が糖尿
病患者の受診行動や予後に与えた影響を検討した。研究においては、複数の医療機関から得られ
た診療情報にもとづき、のべ 34 万人以上の糖尿病患者を対象として分析をおこない、従来のレ
セプトデータでは分析ができなかった検査結果による血糖コントロール状況も考慮している。
結果として、COVID-19 流行時に糖尿病患者の受診控えはある程度みられたが、患者の病状悪化
までは至らなかったことが明らかとなり、今後も起こり得るパンデミック下での糖尿病患者の
受診行動に関して意義ある知見と考えられた。本研究の限界として、対象期間に診療情報データ
ベース上で糖尿病の病名がついた患者をマクロに分析しており、推定値がデータベースに収載
されている件数に影響を受けている可能性がある。今後の検討としては、データベース内でコホ
ートを作成し、各患者を追跡することでより結果の精度を高めることが考えられる。 
 
本研究の結果は、英語論文としてまとめ、国際誌に投稿準備中である。 
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